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背景
•日本語が分からないことや災害や避難に関する知識や経験が不足
していることで、適切な避難ができない場合、外国人は「避難行
動要支援者」にあたる。また言語や情報、文化習慣の違いから、
食事や生活面で配慮が必要な外国人は「要配慮者」となる。

•その中でさくら市では年々外国人が増えており、「避難行動要支
援者」、「要配慮者」としての外国人への対応の重要性が増して
いる。

災害時に求められる外国人への配慮 多文化共生社会における災害・復興に向けて
一般財団法人ダイバーシティ研究所/復興庁推進参与 代表理事 田村太郎

さくら市(令和5年4月27日),人口・国勢調査に関する統計データ,
さくら市公式ホームページ (tochigi-sakura.lg.jp),(令和5年10月2日)



背景
外国人技能実習生に対する「やさしい日本語」を活用
した効果的な避難訓練の提案ーベトナム人技能実習生
が参加した青森県弘前市の避難訓練の事例よりー
中村智行 自然災害科学J.JSNDS42-2 83-99(2023)

•総務省が「多文化共生の推進に関
する研究会」をスタート。平常時
の地域活動や避難訓練に多くの外
国人が参画していることが望まし
いとしている。



背景

•災害時に避難行動要支援者、要配慮者と
しての外国人への理解、対応が重要

•平時の多文化共生の取り組みが今後さら
に重要になる



既往研究

•外国人留学生の防災意識や対策に関する考察
飯塚明子、近藤伸也 地域安全学会梗概集No.47, 2020.10

•留学生の防災意識と日本語能力の関係についての考察

飯塚明子 地域安全学会論文集No.41,2022.11

課題

•宇都宮大学の留学生を調査対象としているため、
地域に住んでいる外国人の実態を十分に把握で
きたとは言えず、今後の課題としたい。



活動内容

•さくら市で暮らす外国人の実態を把
握するためにアンケートを実施

•アンケート結果を基に、外国人と防
災活動実践者が交流できる参加型防
災イベントのプログラムを開発し、
実践する



防災イベント実践の目的

•さくら市で暮らす外国人が災害対応やその備えに
ついて理解する

•さくら市の防災活動実践者が災害時に外国人が直
面する生活課題について理解する

•さくら市で暮らす外国人の実態を把握する

•平時の多文化共生の取り組みを開発し実践する



11月 12月 12月
～2月

10月

アンケート配布
イベント内容を決める
ためのアンケートを配
布。外国人のニーズを
洗い出す。

イベント内容決定
アンケート結果より、
外国人のニーズに対
応するためのイベント
を決定。

イベント開催
外国人と地域住
民が交流するイベ
ントを開催する。

アンケート集計
イベントを終えて、外
国人の意見を聞く。
実践のプロセスを可視
化する。

今年度の活動予定



アンケートの内容

•(1) 回答者の属性
•(2) 日本語の能力
•(3) 災害についての知識や防災意識

•一部を宇都宮大学留学生・国際交流センター飯塚のアンケー
ト内容を引用する。



アンケートの内容例

• (1) 回答者の属性

年齢、出身国、滞在年数
• (2) 日本語の能力

話す力、聞く力、読む力、書く力
• (3) 災害についての知識や防災意識

ハザードマップを知っているどうか

災害の情報はどこから得るかどうか

災害の備えの有無



留学生との比較

•宇都宮大学の留学生を調査対象として
いるため、日本での生活に関する意識
や防災意識、日本語能力が比較的高い
回答者が多い。

留学生の防災意識と日本語能力の関係についての考察
飯塚明子 地域安全学会論文集No.41, 2022.11
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イベント内容を決める
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イベント内容決定
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さくら市外国人防災イベント(案)

•１２/１０(日)さくら市で外国人向けイベントを開催。

•アンケート結果を基にイベント内容を決める。



イメージ
(留学生防災まちあるきin宇都宮大学)

•昨年、宇都宮大学で留学生向けのまちあるきを実施。

•今年も１０月２１日（土）に実施。



現在の進捗状況

•アンケート作成完了

•日本語、英語、中国語、ベトナム語の４か国語対応

8月
さくら市、さくら
市国際交流協会と
打合せ

９月

アンケート
作成完了



今後の予定


